取扱説明書 

LED 液晶モニタ 

本マニュアルをよくお読みの上で装置を操作してください。また、 
後で参照できるよう本マニュアルを保管しておいてください。 

LED 液晶モニタモデル 

E2370V 

E2770V 


www.lq.com 



使用上の注意 


本製品は、お客様の安全を第一に考えて設計し製造されておりますが、間違っ 

si の產蠢疊、竺答スにっ费名產&項を必ず守 

獅上の注意 

電源コードは、必ず本製品付属のものを使用してください。別の電源コードを使用する 
場合は、，販売店に問い合わせるか、または国内基準を満たしている製品であるかを確認 
してください。電源コードに不具合がある場合は、メーカーまたは最寄のサービスセン 
ターに連絡し、交換してください。 

電源^器は断路器として使用します。 

»は必ず_するコンセントのそばに設置し、コンセントが抜き差ししやすいように 
してください。 

アース接続は必ず、主電源プラグを主電源につなぐ前に行って下さい。又、アース接続 
を外す場合は、必ず主電源プラグを主電源から切り離してから行って下さい。 

本ディスプレイを使用するに当たっては、この耽及説明書の仕様に記載されている電源、 
またはディスプレイに記載されて L ヽる電源を使用してください。使用している電源の夕 
イプがわからない場合は、 IS 売店にお問い合わせください。 

—つのコンセントにその容量を超える数の電気製品を_すると危険です。 

また、傷んだコードや破損したプラグも危険です。このような電源コードは感電や火災 
を起こす危険 I 生があるので、「修理に関するご案内」カードに掲載されているサービスセ 
ンターに連絡し、交換してください。 

本体が壁のコンセントに接続されているときは、本体の電源スイッチを切っても、電源 
は^!犬態になっています。 

ディスプレイは絶対に分解しないでください。 

■ディスプレイの内部には手を触れないでください。 

■ディスプレイの内部には、電源を切っているときでも危険な高電圧が流れて I 、ます。 

■ ディスプレイが正常に動作しない場合は、，販売店に iE 絡してください。 

事故防止のために、以下の注意事項を守ってください。 

■ しっかりと固定できる場合を除き、ディスプレイは平らな場所に設置してください。 

■ スタンドは必ずメーカーが推奨するものをお使いください。 

■製品の上に物を落としたり、製品に衝撃を与えたりしないでください。画面に物を投 
げないでください。怪我、故障、破損の原因になります。 

火災やの他の危険を防ぐために、以下の注意事項を守ってください。 

■ ディスプレイを使用している部屋をしばらく空ける場合には、必ずディスプレイの電 
源を切ってください。決してディスプレイの電源をオンにしたまま留守にしな L ヽでく 
ださい。 

■ディスプレイのキヤビネットの孔から中に物を落としたり押し込んだりしな I ヽでくだ 
さい。内部には危険な高電圧が流れている部品があります。 

■ このディスプレイ用に設計されている部品以外は使わないでください。 

■ 長期間にわたってディスプレイを使用せずに放置する場合は、コンセントから電源プ 
ラグを抜 L ヽておいてください。 

■ 雷が鳴っていたり稲妻が光っている間は、電源コードや信号ケーブルには、絶対に触 
れないでください。感電する可能 I 生があり、非常に危険です。 

❶ 



使用上の注意 


設置上の注意 

電源コードの上に物を置いたり、鼋源コードを踏んだりしないようにしてください。 
また、電源コードが蝴員しやすい場所にはディスプレイを設置しないでください。 

浴室、洗面所、台所の流し、洗濯機のそば、プーノ UD そばなど、湿気の多い場所で 
はディスプレイを使用しないでください。 

ディスプレイのキャビネットには通風孔があり、使用中生した熱を逃がすよう 
に設計されています。この麵孔をふさぐと、熱がたまって故障したり、火災の原 
因となる危険性があります。以下の注意事項は必ずお守りください。 

■ディスプレイをベッドやソファー、カーペットなどの上に置いて、下部の通風孔を 
ふさがないでください。 

■ 適切な通風が'確保できないビルトインタイプのラックには、ディスプレイを置かな 
いでください。 

■布などで通風孔を覆ったりしないでください。 

■ 暖房器具や熱源の上または近くには、ディスプレイを動ゝないでください。 

機器を水滴のかかる場所に置かないこと。 

水の入った物、花瓶などを機器の上に置かないこと。 

アクティブマトリックス LCD を堅い物で拭し、たり、叩いたりしないでください。 

傷が付いたり、破損したりする場合があります。 

LCD 丽に指を強く押し付けたりしないでください。残像が生じる原因になる場合 
があります。 

画面に赤色、緑色、または青色の点が表示される場合があります。こればドット 
の欠陥によるもので、製品の牲能には影響しません。 

推奨する解像度をご使用になると、 LCD 画画 i 最高の画質が得られます。推奨する 
解像度以外をご使用 I こなると、画像の大きさなどが調整されて表示される場合があ 
ります。これは、固定解像度の LCD パネルが持つ特性によるものです。 

動きのない画像を長時間表示したままにすると、画面が損傷し、画像の焼き付きが 
生じる可肯 g 性があります。ディスプレイでは必ずスクリーンセーバーを使用してく 
ださい。この現象は、他の製造元による製品でも同様に生じることがあり、製品保 
証の対象に(がよりません。 

スクリーンの前面や側面を金属で傷つけたり、衝撃を与えたりしないでください。 
傷をつけたり衝撃を与えたりすると、スクリーンが破損する恐れがあります。 

パネルが前向きになっていることを確認し、両手で特ちながら動かしてください。 
製品を落下させると、製品が破損し、感電や火災の原因となる場合があります。 
修理をご希望の場合(丈弊社サービスセンターまでご連絡ください。 


高温■高湿は避けてください。 


〇 




使用上の注意 


お手入れのしかた 

■ パネル面の汚れを取るときは、ディスプレイの電源コードを抜いてください。 

■ディスプレイを拭くときは、軽く湿らせた(十分 IC 71 C 気を切った怖で拭いてください。 
スプレー式の洗浄液を直接パネル面に吹きかけたりしないでください。液をかけす 
ぎると、感電する可能 ft があります。 

■製品のお手入れをするときは、電源コードを抜き、傷を防ぐため、やわらかし佈 
で拭いてください。お手入れのときには、ぬれた布を使用しないでください。ま 
た、噴霧器の水または他の液体を製品に直接吹きかけないでください。觸する 
おそれがあります。（ベンゼン、ペイント用のシンナー、アルコール等の化学薬品 
を使用しないでください） 

■柔らかい布に水を2〜4回吹き付け、フレーム前面を拭いてください。一方向のみ 
に拭くようにしてください。 7 ]¢ 分が多すぎると、シミの原因となります。 



再梱包 

■外箱と梱包材(丈ディスプレイを輸送するときに必要になりますので、捨てないでく 
ださい。ディスプレイを別の場所へ輸送するときにば購入時の外箱と梱包材を使用 
して梱包しなおしてください。 

安全にするために 

(液晶ディスプレイで使われている水銀灯について） 

■ 權品で使用されている萤^ランプには、少量の水銀が含まれています。 

■榻品を一の家庭ゴミといっしょに廃棄しないでください。 

■ 權品の廳は、お住まし、の地域の法令に従つて行つてくだだい。 


〇 





















付属品 


ご購入いただいたディスプレイに、下記の付属品が含まれているか、ご 
確認ください。不足しているものがある場合には、販売店までご連絡 
ください。 



ユ _ ザ _ ズガ イド/ 
ユ _ザ_ズ カー ド 


電源コード 

(使用する国によって異な 
ります。） 




DVI - D 信号ケーブル 
(この機能は、一部の国 
では使用できません。） 



注意 

■ この付属品の外観は、ここで示された形状と異なることがあります。 

■ ディスプレイの規格遵守には、フェラ七トコア付き信号インターフェースシールドケ _ 
ブル （ D - SUB 15 ピンケーブル、 DVI ケーブル）を使用する必要があリます。 








ディスプレイの接続 


ディスプレイを設置する前に、ディスプレイ、コンピューター、およびそ 
の他の付属装置の電源 V がオフになっていることを確認して下さい。 

スタンドの取付 


!• ディスプレイの前面をクッションなどの柔らかい布の上に載せます。 



2. スタンドベースを、図に示されている正しい方向からスタンド本体に組み込みます。 



3. スタンドベースの下部分で硬貨などを使用しネジを時計回りに回して締めます。 


硬貨などを使用し 
ネジを回します。 


4. 取り付けたら、注意しながらディスプレイを持ち上げて表側を正面にします。 




〇 





ィスプレイの接続 


■ネジを左に回して、スタンドベースからモニタ 
—を外します。 



重要 

■ この図は、接続の一般的なモデルを表しています。ご使用のディスプレイは、この図と異 
なる場合があります。 

■ 持ち運ぶ際には、ディスプレイを上下逆にしてスタンドベースだけを持って運ばないよう 
にして下さい。ディスプレイが落下して破損したり、足を痛めたりする場合があります。 


ディスプレイを設置する前に、ディスプレイ、コンピューター、およびそ 
の他の周辺機器の電源がオフになっていることを確認して下さい。 

ディスプレイの設置 

最も快適に使用できるようにディスプレイの位置を調節します。 

■ 傾斜角度： -5 -18度 




人間工学上の注意 

■ ディスプレイの傾斜角度-5〜20度ですが、人間工学的にも快適 
な使用のためにも、ディスプレイの傾斜角度が5度をこえない 
ようにすることをお勧めします。 

■ ディスプレイの角度を調整するときに、スクリーンに触れたり 
押したりしないでください。 










F > スプレイの接続 


バソコン / AV 機器との接続 

1. ディスプレイを設定する前に、ディスプレイ、コンピューター、その他の接続 
機器の電源がオフになつていることを確認してください。 

2. 信号ケーフル 〇、 電源ケーブル ❸の 順に接続し、信号ケーブルのねじを締め 
ます(図を参照)。 

❹ DVMD (デジタル信号）ケ—ブルを接続 
❽ l > Sub (アナ□グ信号）ケ—ブルを接続 
Q HDMI ケーブルを接院 


''主竟 

■この図〖么ディスプレイの背面を簡単に表しています。 

■この図は一般的^モデ;レを表しておリ、ご使用のディスプレイと^ m る場合があります。 


へッドホン/イヤホン出力 



モデ^/によって異なります。 


壁コンセントタイプ 


dvi-d D-HDMI-0 

i-i-- — _ 0-0— 



AV« 

(セットトップボ 
ツクス、 

DVD. ビデオ、ゲ 
—ム機など） 


州 DMIliA ■器用に M 化されています。 


DVHDir- フル 

PC (この黼 g は一部の国では使用でき 
ません。） 


套 m 

図の矢印の方 
~向にネジを締 
^ めてください。 


Mac 用 D - Sub 信号入カケーブルコネク 
夕を接続する場合 

+ MAC 


Mac アダプタ 

Appfe h / tehtodi をごネ拥の場^ば提供さ; h / こ 
ケーブルの15ピン高密度 [ 3列)^ DsiiDM 3 A=l 
ネクタを15ピン2列のコネクタ換するため 
の特^よプラクプダプタカ泌要で T 。 

V_ メ 

























ィスプレイの接続 


3. モニター右下の電源ボタンを押して電源をオンにします。ディスプレイの電 
源が入ると ； 自動画 ms 定機能’が実行されます。 

(D - Sub 入力のみ） 



:主意 

■ 「自動画像設定機能」とは？：この機能はオプションのディスプレイ設定を提供します。 
ディスプレイを初めて接続したときに、この機能が自動的に動作して個々の入力信号に応 
じた最適のオプション設定にディスプレイを調節します。 

■「 AUTO 機能 J とは？：デバイスの使用中あるいは画面の解像度を変更後に画面や文字 
がぼやけたり、画面がちらついたり、歪んだりするなどの問題が生じたら、この 「 AUTO 」 
ボタンを押すと解像度が改善されます。 


〇 









—トコントロール機肯巨 


リ モー ト コン ト ロール 制御 


i hru \ I suPER+j 
Mode Res . 


PIP Swap 



ポリユーム 



6 ボタン 

ディスプレイのオンまたは才 
フを行います。 

入力 

ボタン 

入力信号を選択します。 （ D - 
SUB / DVI - D / HDMI 1/ HDMI 2) 

ユーザー 

モード 

ボタン 

ユーザーモー ドを選択します。 

Aspect Ratio 

ボタン 

アスぺク ト 比の調整に使用し 
ます。 

Thru Mode 

ボタン 

フ レームバ ッファ を使用せず 
に映像表示の遅れを抑えます。 

SUPER + Res . 

ボタン 

超解像処理の調整 （ NORMAL 、 

弱、中、強）に使用します。 

PIP ボタン 

このボタンで PIP 機能を選択し 
ます。 

Swap ボタン 

メイン画面とサブ画面を入れ替え 
て表示させます。 

明るさ 

ポタン 

画面の輝度を調整する際に使用 
します。 

ボリュー厶 
ボタン 

音量を調整します。 

( HDMI 入力用） 

1着 x ポタン 

音声を一時的に消します。 

( HDMI 入力用) 



リモートコントロールバッテリーの交換 


^ n ^ 


1■バッテリーカバーを外します。 

2. バッテリー ( CR 20323 V ) を補を上にして^します。 

3. バッテリーカバーを閉じます。 

* 硬貨などを使ってバツテリーカパーの開閉を行います。 













































ント ロール パネルの機能 


フロントパネルのコントロール 



〇 


G-MODE ポタン[ユーザーモード]、 [ THRUMODE ]、[ SUPER + 

RESOLUTION ], [画面サイズ]、[自動輝度]モードに入 
るには、このボタンを使用します。 

詳細については、15〜20ページを参照してください。 


❷ 


INPUT ボタン 
(入力信号選択ホ 
ツ トキー） 


2つの入力信号に接続している場合は，希望する入力 
信号 ( D - SUB / DV 卜 D / HDMI 1/ HDMI 2) を選択できます。 
1つしか信号を接続していなしヽ場合は自動的に決定し 
ます。 

デフオルト設定値は D - Sub です。 






































■ 


ント ロール パネルの機能 


@ MENU ボタン 


このボタン(材ンスクリーンディスプレイ ( OSD ) の起 
動や終了に使用します。 



< OSD のロック/ロック解除〉 


こ纏目こ 
風府 
IVENU (メニ 


二より現庄のコントロー設定をロックできる 
ミ主意に^してしまうことがなくなります。 

(二 H 一 ) ボ^ンを勢秒間 J 甲し続けます。 “ OSD ロッ 
グ （ OSW ロックされています)というメッセージが表示 
されます 0 


_(メニュー)ボタンを勢^間 J 甲し続けるとロックを解 
_きます。その際に ‘OSD ロック^” （0 SD ?5 tr ンロッ 
クされて I ヽます)というメッセージか'表示されます。 


❹ AUTO ボタン 



<自動画像調整> 

表示設定を調整する場合ばまず AUTO / SET ボタ 
ンを押して力ゝら、オンスクリーンディスプレイを起 
動してください。(アナログモードのみ） 

これにより、表示画像が現在の画面解像度(ディス 
プレイモード）に合う最適な設定に自動調整されま 
す。 


最良の表示モードは以下の設定です。 

1920 xl 080 


VOLUME ボタンヘッドホン/イヤホンの音量を調整します。 
( HDMI モードのみ） 



© EXIT ポタン 0 SD (オンスクリーンディスプレイ）を終了します。 


® 電源ボタンと 
電源インジ 
ケータ¬ 


ディ スプレイの電源のオン/オフに使用 します。 


電源インジケーターは、ディスプレイが正しく作動 
していれば常に赤色に点灯します（オンモード)。 
ディスプレイがスリープモード（節電）の場合は、 
電源インジケーターは赤色で点減します。 


❿ 




















オンスクリーンディスプレイ （ OSD ) による調整 


画面の調整 


ディスプレイの画彳象の大きさ、位置、動作パラメーターの調整は、 
オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) コントロールシステムを使用し 
て、簡単に行うことができます。以下に各コントロールの使い方に 
ついて説明します。次のページの表は、 OSD を使用して実行できる 
題尺と調整について簡単に説明しています。 

OSD による調整は、次の手順で行います。 




任意のボタンを押すと、〇 SD のメインメニューが表示されます。 
(電源ボタンを除く） 



それぞれの調整機能にアクセスするには、各機能に対応したボタンを 
使用します。 


◄ /► ボタンを使用して、表示画質を希望するレベルに調節してくだ 
さい 。 

▼ボタンを使うと、他のサブメニュー項目を選択できます。 

EXIT ボタンを押すと、〇 SD を終了します。 


❿ 


























オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による選択と調整 


次の表は、 OSD を使用して実行できるコントロール、調整、および設定の 
メニューを簡単に表したものです。 

画3 : D-SUB (アナロ グ 信号) 

& : DVI-D (デジタル信号）如 
B 0 : HDMI 信号 


メインメニユ 


G-MODE 


INPUT 


PICTURE 


カラー 


サブメニユ 


ユーザーモード 
THRU MODE 


サボー ト 対象の入力 


SUPER + RESOLUTION 


画面サイズ 


自動輝度 

D-SUB 
DVI-D 
HDMI 1 
HDMI 2 


明るさ 

コントラスト 
画質 


BLACK LEVEL 


色温度 


(プリセット） 

sRGB 

WARM 

MEDIUM 

COOL 


(コーザー） 

赤 

緑 

青 


GAMMA 

fei'" 

. 

カラーリセツト 


■ »KiU=M 




CQ| 


iiMilll 


i 臨。-でユ-ザ-モ-ドを 


フレームバ ッフア を使用せずに、 
映像表示の遅れを抑えます。 


拡大による画質の劣化（焦点の 
ぼやけ、輪郭のぼやけ）を最小 
限に抑える画像改善技術によ 
り、画像を拡大しても解像度は 
低下せず、クリアな画質を提供 
します。 


このメニューを使用して画面に 
表示された画像のアスペクト比 
を調整します。 


このメニューで画面の明るさを 
自動的に調整します。 

このボタンで入力信号を選択し 
ます。 （ D - SUB / DVI - D / 
HDMI 1/ HDMI 2) 


このメニューで画面の明るさ、 
コントラスト、シャープネス、 
オフセツトレベルを調整しま 
す。 

画面の色モードを調整します。 


❿ 



































オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による選択と調整 


表示 


その他 


pip 


1水平 
!垂直 

「藤『 

；フ： L — ズ 
! OVERSCAN 


言語 


I電源インジケーター 
Iリセット 

! PIP オン/オフ 
!サプ画面入力 
PIP 位置 

pjpsyyAP . 

pip 音声 

j pip ボリ ュー ム 


EE3-1 







liMilll 


スクリーンの位置を調節しま 
す。 


スクリーンの明瞭度と安定度 
を改善します。 


このメニューを使用して画像 
を画面全体に表示し、 HDMIA 
力動画信号の端のノイズを除 
去します。 

このメニューで ユーザー プリ 
ファレンスや画像オプション 
を設定します。 


PIPMg の調整を行います。 


注意 

■ アイコンの順序は、モデルによって異なります (13 〜28ベージ)。 
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オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による選択と調整 


〇 SD による選択と調整の手順について説明します。前のページで説明した 
各項目のメニュー名、アイコンは次の図のように表示されます。 



メニュー名 
アイコン 



■ t :前のメニューへ移動 
■嫡►:調節(減少/増加） 

■ ▼ :他のサブメニュー選択 

■ EXIT :終了 


ボタン 
の説明 


注意 

■ディスプレイ上に赫される OSD メニューの言語は、本ユーザーズガイドの表記と異なる 
ことがあります。 
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オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による選択と調整 


このメニューでは、明るさ、 SUPER + RESOLUTION , 画像の画面サイズ等、ユー 
ザーのお好みに合わせて簡単に設定することができます。 



以下はデフオルト設定です。 

画面サイズ（フノレ)、 

SUPER + RESOLUTION (ノーマル)、 
明るさ（100) 


ユーザーモー ドで モード 1を選択 
し、画面サイズ、 SUPER + 
RESOLUTION , 明るさをユーザー 
のお好みで設定した場合、設定は 
モード 1で保存されます。 

同様にモード2、モード3でもお好 
みの設定を保存できます。 

■ t :前のメニューへ移動 

移動 

■ EXIT :終了 


* 表は、各ユーザーモードの3つのメニューで使用できる設定を示しています。 


ユーザ_ 

モード 

画面サイズ 

SUPER + 

RESOLUTION 

明るさ 

補足 

NORMAL 

フル/オリ州レ/1:1 

NORMAL / 弱/中/^ 

0-100 

明るさ、 SLPERf 

モード1 

フル/オリ州レ/1:1 

NORMAL / 弱/中/^ 

0-100 

MdbULUMUX 幽面幽 
面サイズ[丈ユーザー 

の^?^[し^力 

スタマイス可航す。 

モード2 

フル/オリ州レ/1:1 

NORMAL / 弱/中/^ 

0-100 

モード3 

フル/オリガル/1:1 

NORMAL / 弱/中/® 

0-100 


LCC 動酿示^ゲーム、インターネットサーフィン等、域子みに合わ ttT 画面サイズ、 
SUPER + RESOLUTION , 明るさメニューを設定した場合、モードを変えるだけで3つの 
メニューから設定を簡単丨攻えることができます。 

* モード1、モード2、モード3の設定は、ユーザーが変更しない限り、リセ 
ット後も麵されません。 

* 全般モードでカスタマイズした設定を保存することができます。 

ただし、設定は、リセット後に工場出荷時の初期設定に変わります。 


怎 ユーザーモード 


■ SEE 


NORMAL 



モード 1 
モード 2 

モード3 
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オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による選択と調整 



綠 THRU MODE 


G-MODE ► THRU MODE 


A 1H^ 1 rn 



オン 


フレームバッファを 使用せずに、映 
像表示の遅れを抑えます。 

THRU MODE をオンまたはオフに 
すると画面が点滅します。 


オフ フレー A バッファ が使用されます。 


本]^^^^ 



■ t :前のメニューへ移動 

■ 移動 

■ EXIT :終了 


*PIR 画面縦横比、および HDMI ビデオ信号入力には、フレームバッファーを使用する必要があります。 
(スルーモードオフ） 

この機能は、スルーモードオンの場合^使用できません 
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オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による選択と調整 



秦 SUPER + RESOLUTION 


G-MODE ► SUPER+ RESOLUTION 



01 ㈣ ¥圇 

NORMAL 弱 中 5虽 



NORMAL 


一般的な文章やテキスト環境の多い 
ウェブサイトなどに適しています。 
超解像技術がオフ丨こなります。 


G-MODE ► SUPER+ RESOLUTION 

[m] ^ IhT] 



元々の解像度が高しヽ映像コンテンツ 
に適しており、やわらかく全体に超 
解傲支術をかけます。 






元々の解像度が中程度の映像コンテ 
ンツに適しています。 DVD や SD レべ 
ノレ D コンテンツなどに効果的です。 



■ t :前のメニューへ移動 

■ ◄ 移動 

■ EXIT :終了 


解像感をより一層高める設定です。 
解像度が低い場合やアニメーション 
などに適しています。 


* LG の超解像モードは、入力する映像コンテンツにより、弱■中■強の中からお好みのモードを選ぶことが 
できます。 


❿ 
































オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による選択と調整 



n 画面サイズ 



フル 


画像は全画面サイズで表示されます。 



画像は入力解像度を画面サイズ調整 
して表示されます。入力解像度が 
640 x 480 の場合、画像は4:3の比 
率を保って画面サイズ調整 
されます。 



■ t :前のメニューへ移動 

■ <移動 

■ EXIT :終了 


画像は入力の解像度に従って表示さ 
れます。画面サイズ調整 
は行われません。入力の解像度が 
640 x 480 の場合、サイズが1920 
xl 080のパネルでも画像は640 x 
480のサイズで表示されます。 


❿ 































オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による選択と調整 



* 自動輝度 



これを選択して明るさを自動的に調 
整し ます。 オンに設定すると、ラ 
イトセンサーを使って明るさが自動 
的に調整され ます。 周りの明るさや 
入カ データに よって、 バック ライト 
を調整して画面の明るさが調整さ 
れ、最適な画像を実現し ます。 


G-MODE ► 自動輝度 






自動輝度調節機能がオフになります。 


■ t :前のメニューへ移動 

■ ◄ 移動 

■ EXIT :終了 























オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による選択と調整 


■ ■モニター前の INPUT [入力]ボタンを押すと OSD 画面が表示されます。 



■ t :前のメニューへ移動 

■ ◄ 移動 

■ 0 K : メニューの選択 

■ EXIT :終了 


メインメニユ- 


サプメニニ 



映像信号をアナログ形式で入力します。 
D — サブケーブル15ピンを接続し D - 
SUB を選択します。 



DVI-D 


映像信号をデジタル形式で入力します。 
DVI - D ケーブルを接続し DVI - D を選択し 
ます。 



HDMI 1 


映像と音声信号をデジタノレ形式で入力 
します。 

HDMI ケーブルを接続し、 HDMI を選択 
します。 
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オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による選択と調整 


OSD による遠尺と調整の手順について説明します。前ページの表に示した 
各項目のメニュー名、アイコンは次の図のように表示されます。 



MENU ボタンを押すと、 OSD のメインメニューが表示されます。 


メニュー名 
アイコン 



- t 

前のメニューへ移動 


麵 K 減少/増加） 

■ ▼ 

他のサブメニュー題尺 

■ EXIT 

終了 



メニュー 


ボタン 
の説明 


注意 

■ディスプレイ上に表示される OSD メニューの言語は、本ユーザーズガイドの表記と異なる 
ことがあります。 
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オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による選択と調整 



來 PICTURE 


D-SUB/Dvm 入力 

MENU ► PICTURE _ 

m l n I ^ 1 m 



明るさ 
コントラスト 

画 質 

BLACK LEVEL 


hDMI 入力 



■ t :前のメニューへ移動 

■ ◄ :減少 

■ ► :増加 

■ ▼ :他のサブメニュー選択 

■ EXIT : 終了 


画面の明るさを調整します。 


画面のコントラストを調整します。 


画面の鮮明度を調整します。 


オフセツトの水準を設定します。阍」 
を通尺すると画面が明るくなり、「低」 
を通尺すると画面(抛くなります。 
( HDMI 入力のみ） 

* オフセツトとは？映像信号の基準で、 
ディスプレイカ镜示できる最も暗い画面 
です。 
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オンスクリーンディスプレイ （ OSD ) による選択と調整 



m カラー 


プリセット モード 


MENU ► カラー 

来 M1M □ ^ 

m 

Jlf TL.M , 

プリセット < WARM 

赤 1 

緑 

青 1 

■ 7 GAMMA i GAMMA 2 



色温度 
プリセツト 


プリセット或いはユーザー設定を選 
んでスクリーンの色を調整する。 

画面の色を選=尺します。 

• sRGB : 画面の色を sRGB 標準色規格に 
合わせるように設定します。 
•色温度を、 COOL 、 MEDIUM、WARM 
から選択できます。 



ユーザー 



l-DMI A^i 



GAMMA 


色相 

色飽和度 


カラー 1 J セツト 


t :前のメニューへ移動 
◄ :減少 
► :増加 

▼ :他のサブメニュー通尺 
EXIT : 終了 


® 赤色温度が高くなると画面は 
赤っぽく表示され、色温度 
圇緑 が低くなると画面は青っぽ 
く表示されます 。 （WARM く 
@ 主 MEDIUM < COOL の j 唄に、色 
^ 温度が高くなります。） 

赤色、緑色、青色を使用し 
て画像の色をカスタマイズ 
できます。 


1/2/3でガンマ値を調整します。デ 
ィスプレイの g 画傲よ、高ガンマ 
値に設定すると薄く、低ガンマ値に 
設定すると濃くなります。 

色相レベルを設定します。 ( HDMIA^I 
のみ） 

色飽和度を設定します。 

( HDMI 入力のみ） 

+このオプションは、丫 UV カラー形式の 
HDMI 信号入力のみに使用できます。 

カラー設定を工場出荷時設定に戻し 
ます。 
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オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による選択と調整 



E 表示 


D-SUB 入力 



水 

平 

画像を左右 [ z ^ m させます。 

垂 

直 

画像を上下に移動させます。 

周波数 

画面のバックグラウンドに标でき 


るすべての垂直バーまたは垂直スト 
ライプを最 /W 匕します。水平画面の 


HDMI 入力 



ノェーズ 

OVERSCAN 


t :前のメニューへ移動 
◄ :齡 
► :増加 

▼ :他のサブメニュー®尺 

EXIT : 終了 


サイズも変更されます。 

画面の焦点を調整します。この機能 
は、 7 评ノイズを取り除いて、文字 
画像を鮮明にします。 

HDMI で外部装置と接続した際に、画 
像の端に発生するノイズをフィルタ 
一除去する纖巨です。この設定を才 
ンにすると、オリジナノレの画像がノ 
イズなしで拡大されます。この設定 
をオフにすると、ノイズを無視して 
オリジナルのサイズで表示します。 
(HDM 队力のみ） 
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オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による選択と調整 



# その他 


コントローノレ名を表示する言語を選 
択します。 

ビデオ_カード出力が本製品の仕様 
と異なる場合、ビデオ信号 I こ歪みが 
生じてカラー_レベルが低下する可 
能性があります。この機能を用いる 
と、ビデオ■カードが標準出カレべ 
ルに合うように信号レベルが調節さ 
れ、最適画像が得られます。 

スクリーンに白色や黒色が出る場合 
は、この機能を動作させてください。 


この機能ばディスプレイの前面に 
ある電源インジケーターのオン、才 
フを切り換えます。 

オフに設定すると、消灯し、オンに 
設定すると点灯します。 


工場出荷時の設定にすべて戻します。 
すぐにリセットするには、◄，►ボタ 
ンを押します。（「言語」は除く） 



言語 


ホワイト 
バランス 



電源イン 
ジケーター 


1 t :前のメニューへ移動 
◄ :減少 
► :増加 

1 ▼ :他のサブメニ 
ュー選択 
EXIT : 終了 


リセツト 


■ この操作でスクリーンの丽象の状態が改善しないときは、工場出荷時の初期設定に戻して 
ください。必要 [as じて、ホワイトバランス機能を再度実行してください。入力信号がア 
ナログであるときのみ、この機能が有効になります。 
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オンスクリーンディスプレイ ( OSD ) による選択と調整 



Q 


PIP 



PIP オン/オフ 


PIP をオンまたはオフにします。 
*RGB ( D サブアナログ信号）モードの 
HDMI 入力のみをサボートします。 

+使用できるメイン画面とサブ画面 
( PIP ) の組み合わせは下記の通りです： 



メイン画面 

サブ画面 (PIP) \\ 

D-SUB 

DVI-D 

HDMI 1 

HDMI 2 

D-SUB 


0 

0 

0 

DVI-D 

0 


0 

0 

HDMI 1 

0 

0 

- 

X 

HDMI 2 

0 

0 

X 

- 


サブ画面入力 PIP 入力を選択します。 

PIP 位置 


EXIT 


前のメニューへ移動 

減少 

増加 

他のサブメニュー選択 
終了 


PIP 画面の場所を選択します。▲ボタ 
ンをタッチするごとに、①、②、③，④ 
と変^:します。 ▼ ボタンをタッチす 
るごとに、①、④、③，®と変化します。 
このメニューでお好きな PIP 画面の 
場所を選択することができます。 

① Q :左上 

左下 


② IT1 

③ 

④ □ 


右下 

右上 


PIP SWAP 


PIP 音声 


PIP ボリューム PIP サウンドの音量を調整します。 
(HDMI 入力のみ） 


TIP がオンのときのみ動作します。 

メイン画面とサブ画面を切り替えて 
表示します。 

PIP サウンドのオンまた (it フを行いま 
す。のみ） 
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オンスクリーンディスプレイ （ OSD ) による選択と調整 


U « モニター画面 VOLUME [ボリューム]ボタンを押すと OSD 画面が表示 
されます。 





ボリューム 


へッドホン/イヤホンのボリューム 
を調整します 。 （HDMI 入力のみ） 



































トラブノレシューテイング 


サービスセンターに連絡する前に、次のことを確認してください。 


画像が表示されない。 


_ディスプレイの電源コード 
が接続されていますか。 

• 電源コードがコンセントに正しく差し込まれて 
いるかどうか確認してください。 

• 電源インジケーターが点灯 
していますか。 

• 電源ボタンを押してください。 

_電源インジケーターが点灯 
していますか。 

•ディスプレイが節電モードけよっている!^は、 
マウスを動かすか、またはキーボードのいずれ 
かのキーを押して画面を起動してください。 
•コンピューターの®原をオンにしてください。 

•画面に m 酿過”という 
メッセージが表示されて 
いませんか。 

•このメッセージは、コンピューター（ビデオカー 
ド)からの信号がディスプレイの水平または垂直 
の周_レンジを超えた場合に表示されます。 

本取扱説明書の「仕様」 （32 〜34ページ)を参照 
し、ディスプレイを設定し直してください。 

籲画面に“チェックシグナル 

ケーブル”と表示されて 
いませんか。 

•このメッセージは、コンピューターとディスプ 
レイ間の信号ケープルが接続されていなし鳩合 
に表示されます。信号ケープ;レが正しく纖さ 
れているかを確認して、もう一度試してくださ 
い。 




画面に “ OSD ロック”というメッセージが表示される。 


籲 MENU ボタンを押すと、 
“ OSD ロック”というメ 
ッセージが表示されます 
か。 

• OSD ロック”がかかっているとき[お見在のコント 
ローノ UD 設定を不注意に変更してしまうことがあ 
りません。 

MENU ボタンを数秒間 J 甲し続けると OSD コントロ 
ーノレがアンロックされ“ロック解除”というメ 
ッセージがされます。 
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トラブノレシューテイング 


表示画像が正しくない。 （ 1) 

•画像の表示位置が正しく 

■AUTO ボタンを押して、表示画像を最適な設 

ない。 

定に自動調整してください。 

_画面のバックグラウンド 

■ AUTO ボタンを押して、表示画像を最適な設 

に垂直バーや垂直ストラ 
イプが表示される。 

定に自動調整してください。 

• 画像や文字 中 見れる水 

■ AUTO ボタンを押して、表示画像を最適な設 

平ノイズが鮮明 lea 示さ 

定に自動調整してください。 

tl/ ょい。 

■コント ロ ールパネル — 画面設定でディスプ 
レイが推奨され ている 解像度に設定され、画面 
が適切に表示されていることを確認してくださ 
い。色の設定は、24ビット (True Color ) 以上に 
してください。 


重要 

■ コントロールパネル—醒4設定で周通と解像度が変更されていないか確認してく 
ださい。変更されている場合、ビデオカードを推奨されている解像度に設定し直してく 
广ゴさい。 

■ 推奨されている解像度(最適な解像度)が題尺されていないと、画面や文字が f 热けたり、 
画面がちらついたり、歪んだりすることがあります。推奨されている解像度力®択され 
ていることを確認してください。 

■ 設定方;去は、コンピューターや 0 S (オペレーティングシステム）によって異なることがあ 
ります。また、推奨解像度はビデオカードによってはサボートされていないことがあり 
ます。このような場合 I 丈コンピューターまたはビデオカードの製造元にお問い合わせ 
ください。 


❿ 








トラブノレシューテイング 


表示画像が正しくない。 （2) 


•画面の色が白黒また(证 
常ではない。 

_信号ケーブルが正しく接続され、しっかりとね 
じで固定されているかどうか確認してくださ 
い0 

■ ビデオカードがスロットに正しく装着されてい 
るか確認してください。 

■ 画面の設定で、色を24ビット (True Color ) 以上 
に設定してください。 

• 画面が点減する。 

■ 画面がインターレースモードに設定されている 
かどうか確認してください。その場合、推奨さ 
れている解像度に設定し直してください。 




;デニイタス-プがレ検イ蟲 
いませんか。 


籲ディスプレイのドライバ 
をインストールしていま 
すか。 

■ 付属のディスプレイドライバ CD (または フロ ッ 
ピーディスク)からディスプレイのドライバをイ 
ンストールしてください。 

また Web サイト http :// wvwv . lg . com からドラ 
イバをダウン ロー ドすることもできます。 

_ビデオカードがプラグ&プレイをサポート 
しているか確認してください。 




音声機能が動作しない 


參映像は正常だが音が出 
ない。 

•音量が「0」になっていないか確認してください。 

_音声がミュートになっていないか確認してください。 

_ HDMI ケーブルが正しく接続されているか確認して 
ください。 

•へッドホンケーブルが正しく餓されているか確認 
してください。 

_音声形式を確認してください。圧縮形式の音声でな 
いことを確認してください。 
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E 2370 V 


ディスプレイ 

58.42 cm (23 インチ）フラツ ト パネルアクテイブマ トリ ツクスー TFT LCD 

Anti - glare コ —亍 イング 

表示可能対角線サイズ： 58.42 cm 

02652 mmx 0.2652 mm (ドットピッチ） 




30 kHz -83 kHz 
HDMI : 30 kHz - 83 kHz 
アナログ，デジタル ： 56 Hz -75 Hz 
HDMI : 56 Hz - 61 Hz 
セパレート同期，デジタル 


ビデオ入力 

信号入力 

15ピン D - Sub コネクタ 



DVI - D コネクタ（デジタル） 



19ピン HDMI コネクタ 


入力形態 

アナログ （0_7 Vp - p / 75オーム)、デジタル 、 HDMI 


解像度 

MAX VESA 1920 X 1080 @60 Hz 

推奨 VESA 1920 X 1080 @60 Hz 

プラグ&プレイ 

DDC 2 B (アナログ，デジタル， HDM |) 

消費電力 

オンモード ： 39 W (標準値） 

スリープモード ^ 1 W 

オフモード ^ 0.5 W 


外形寸法 

スタンドを含む 

幅 55.62 cm (21.90 インチ） 

高さ 41.27 cm (16.25インチ） 

奥行 17.78 cm (7 インチ） 

スタンドを含まず 

55.62 cm (21.90 インチ） 

34.51 cm (13.59 インチ） 

6.04 cm (2.38 インチ） 

質量 4.4 kg (9.70ポンド） 

動作範囲 

傾斜角度 -5 度-18度 

入力電源 

AC 100 V 〜50/60 Hz 0.7 A 

環境条件 

作業条件 

温度 10 °C -35 °C 

湿度 10 %-80%(無結露） 

保管条件 

温度 -20° C - 60 °C 

湿度 5 %-90%(無結露） 


スタンド■ベース独立 


電源コード 壁コンセントタイプ 


注意 

■ 本ユーザーズガイドの情報は、予告なしに変更することがあります。 


同期信号入力 

垂直周波数 
入力形態 
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仕様 


E 2770 V 


ディスプレイ 

68.6 cm (27 インチ）フラットパネルアクティブマトリックスー TFT LCD 
Anti-glare コー ティング 
表示可能対角線サイズ： 68.6 cm 

0.3114 mm x 0.3 1 14 mm (ドットピッチ） 

同期信号入力 

水平周波数 30 kHz-83 kHz 

HDMI: 30 kHz- 83 kHz 

垂直 周波数 アナログ， デジタル: 56 Hz-75 Hz 

HDMI: 56 Hz- 61 Hz 

入力形態 セパレート同期，デジタル 


ビデオ入力 

信号入力 15ピン D-Sub コネクタ 

DVI-D コネクタ（デジタル） 

19ピン HDMI コネクタ 

入力形態 アナログ （0.7 Vp-p/ 75オーム)、デジタル、 HDMI 


解像度 

MAX VESA 19 20 x 1080 @ 60 Hz 

推奨 VESA 19 20 X 1080 @ 60 Hz 

プラグ & プレイ 

DDC 2B (アナログ， デジタル， HDMI) 

消費電力 

オンモード ： 41 W (標準値） 

スリープモード ^ 1 W 

オフモード ^ 0.5 W 

外形寸法 

スタンドを含む j スタンドを含まず 

幅 65.46 cm (25.77インチ） 65.46 cm (25.77 インチ） 

高さ 48.85 cm (19.23 インチ）| 40.45 cm (1 5.93インチ） 

奥行 23.08 cm (9.09ィンチ） j 6.04 cm (2.38ィンチ） 

質量 5.6 kg (12.35 ポンド） 


動作範囲 

傾斜角度 -5 度-18度 

入力電源 

AC100 V 〜 50/60 Hz 0.7 A 

環境条件 

作業条件 

温度 10°C-35°C 

湿度 1 ◦ % - 80 % (無結露） 

保管条件 

温度 -20°C-60°C 

湿度 5 % - 90 % (無結露） 

スタンド ■ ベース 

独立 


電源コード 

壁コンセントタイプ 


注意 

■本ユーザーズガイドの情報は、予告なしに変更することがあります。 
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仕様 


P C 入カプリセツトモード（解像度) 

- D - SUB / DVI - D タイミング 


ディ 

スプレイモード（解像度） 

水平周波数 ( kHz ) 

垂直周波数 ( Hz ) 

1 

640 x 350 

31.469 

70 

2 

720 x 400 

31.468 

70 

3 

640 x 480 

31.469 

60 

4 

640 x 480 

37.500 

75 

5 

800 x 600 

37.879 

60 

6 

800 x 600 

46.875 

75 

7 

1024x768 

48.363 

60 

8 

1024x768 

60.123 

75 

9 

1152x864 

67.500 

75 

10 

1280 x 1024 

63.981 

60 

11 

1280 x 1024 

79.976 

75 

12 

1680 x 1050 

64.674 

60 

13 

1680 x 1050 

65.290 

60 

*14 

1920 x 1080 

67.500 

60 


推奨モード 


HDMI タイミング 


ディ 

スプレイモード（解像度） 

水平周波数 ( kHz ) 

垂直周波数 ( Hz ) 

1 

480P 

31.50 

60 

2 

576P 

31.25 

50 

3 

720P 

37.50 

50 

4 

720P 

45.00 

60 

5 

10801 

28.12 

50 

6 

10801 

33.75 

60 

7 

1080P 

56.25 

50 

8 

1080P 

67.50 

60 


インジケーター 


モード 

LED 色 

オンモード 

赤 

スリープモード 

赤色点減 

オフモード 

オフ 


# 












壁面取付プレートの設置 


本製品は、壁面取付プレートまたは翅デバイスの仕様に対応しています。 

1. ディスプレイの前面をクッションなどの柔らかい布 
の上に載せます。 

2. スタンドベースをスタンドボディから取り外すには、硬貨などを使ってネジ 
を反時計回りに回します。 


3. スタンドベースの向きをチェックし、下図の方向にスタンドベースから 
引きます。 

スタンド台 

スタンドベース 

4. モニター 後部のネジを緩め、 モニターから スタンドボ ディ を外*します。 

令 
令 









壁面取付プレートの設置 


5. 壁面取付プレートを設置します。 


壁面取付プレート(別売）- 

スタンドタイプまたは_取付タイププ 
レートです。詳細については、1黃入の 
壁面取付プレートに付属されているイン 
ストールガイドを参照してください。 


壁面取り付けバッド 



<ネジマウントインターフェースの寸法> 
穴の間隔：1 00 ミリ X 100 ミリ ( E 2370 V ) 
200 ミリ x 1 00 ミリ ( E 2770 V ) 


Kensington セキュリティスロット 

別売りのロックケーブルを接続できます。 
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「安全に関する注意」をお読みの後、本製品 
をご使用ください。 

後で参照できるよう、「ユーザズガイド 
( CD )」 はお手元に保管しておいてください。 

モデル番号とシリアル番号が装置の背面と側 

面に記されています。サービスご依頼時に必 ENERGY STAR is a set of power-saving 
界となるしとがあ今ため、しの番号を下記に guidelines issued by the U.S. Environmental 

昌己録しておいてくたさい。 Protection Agency(EPA). 

As an ENERGY STAR Partner LGE U. S. A.,Inc. 
has determined that this product meets the 
ENERGY STAR guidelines for energy efficiency. 


モデル 


シリアル 








